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市民協働による
まちづくりに取り組みます。

多様な民意を反映した
議会運営に努めて参ります。

新年のごあいさつ

行 政
串間市長

野辺修光

議 会
串間市議会議長

門田国光

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
燃
岳
の
噴
火
な
ど
、
一

昨
年
の
口
蹄
疫
問
題
に
引
き
続
き
、
甚

大
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
は
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
市
を
は
じ
め
地
方
自
治

体
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
国
に
お

け
る
地
域
主
権
改
革
の
推
進
に
伴
っ
て
、

自
治
体
の
自
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
地
域
の
こ
と
は
地
域
に
住
む
住

民
が
、
責
任
を
持
っ
て
決
め
る
こ
と
の

で
き
る
活
気
に
満
ち
た
地
域
社
会
づ
く

り
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
あ
っ
て

串
間
市
が
、
今
ま
で
よ
り
増
し
て
、
自

立
す
る
地
域
力
と
財
政
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
は
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
施

策
の
厳
選
が
不
可
欠
で
あ
り
、
決
定
ま

で
の
過
程
を
市
民
へ
情
報
公
開
し
、
施

策
決
定
に
か
か
る
情
報
の
共
有
化
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
最
も
重
要

に
な
る
の
が
市
民
と
の
協
働
で
、
現
在
、

庁
内
に
協
働
推
進
係
を
設
置
し
、
行
政

手
法
の
転
換
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。ま

た
、
本
市
の
置
か
れ
た
厳
し
い
局

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

議
長
の
要
職
に
つ
き
、
初
め
て
の
新

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
市
政
発
展
と
円

滑
な
る
議
会
運
営
に
市
民
の
皆
さ
ま
の

期
待
に
添
え
る
よ
う
誠
心
誠
意
精
進
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
東
日
本
大

震
災
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

新
燃
岳
噴
火
な
ど
甚
大
な
災
害
が
発
生

し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

国
政
で
は
野
田
内
閣
が
発
足
し
、
野

田
総
理
大
臣
は
所
信
表
明
で
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
課

題
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
も
不
自
由

な
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
被

災
者
の
方
々
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
１
日
も
早
い

復
旧
・
復
興
を
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

串
間
市
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
昨
年

７
月「
志
布
志
湾
大
黒
イ
ル
カ
ラ
ン
ド
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
観
光
浮
揚
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
串
間
出
身

の
西
宮
市
甲
陽
園
「
ケ
ー
キ
ハ
ウ
ス
ツ

マ
ガ
リ
」
の
社
長
津
曲
孝
さ
ん
が
「
現

代
の
名
工
」
に
、
山
口
国
体
で
は
福
島

面
を
乗
り
切
ろ
う
と
、
庁
内
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
「
南
国

み
や
ざ
き
最
南
端
！ 

く
し
ま
跳
ね
駒
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
は
宮
崎
県
と
串
間
市
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
「
地
域
創
造
計
画
」

に
昨
年
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
県
か
ら
補
助
事
業
な
ど
の
集
中
投

入
に
よ
る
重
点
的
な
支
援
を
受
け
、
３

カ
年
で
の
計
画
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

計
画
の
中
身
は
「
新
た
な
観
光
客
の
流

れ
の
創
出
」「
市
民
と
の
交
流
・
協
働
に

よ
る
地
域
の
再
生
」「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
」
の
３
つ

の
方
向
性
に
基
づ
き
、
地
域
活
性
化
に

必
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
も

の
で
、
本
市
の
命
運
が
か
か
っ
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
運
営
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
串
間
市
が
自
立
の
道
を
歩

ん
で
い
け
る
よ
う
、
市
民
の
目
線
か
ら

地
域
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
を

信
条
に
し
、
市
民
と
の
協
働
を
大
切
に

し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
方
と
の
情

報
交
換
を
密
に
し
な
が
ら
、
行
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
等
学
校
３
年
生
の
松
本
徹
也
君
が
レ

ス
リ
ン
グ
個
人
で
準
優
勝
、
同
じ
く
矢

野
優
友
君
が
陸
上
走
幅
跳
で
４
位
に
入

賞
と
大
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
現
在
、
地
方
分
権
型
社
会
の
到

来
を
受
け
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
に

よ
る
自
治
体
運
営
が
求
め
ら
れ
、
行
政

の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
本
市
に
あ
っ
て
は
、
過
疎
化
、

少
子
・
高
齢
化
、
雇
用
対
策
な
ど
行
政

課
題
が
山
積
し
て
お
り
「
串
間
市
第
五

次
長
期
総
合
計
画
」
を
基
本
に
積
極
的

な
活
性
化
対
策
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

議
会
に
お
い
て
も
多
様
な
民
意
の
反

映
、
住
民
の
意
見
の
集
約
な
ど
の
役
割

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
期
の
議

会
は
「
交
通
対
策
」「
産
業
振
興
・
交

流
促
進
」「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
活
性

化
」「
議
会
改
革
」
の
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
串
間
市
の
活
性
化
に
向
け

さ
ら
な
る
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、「
豊
か
な
自
然
と
と

も
に
生
き
る
喜
び
に
あ
ふ
れ
る
協
働
と

交
流
の
ま
ち
串
間
」
に
向
け
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
本
年
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
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串
間
市
の
財
政
事
情
を

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
の
決
算

見
込
額
は
、
歳
入
総
額
１
１
７
億
１
、

１
９
３
万
７
千
円（
対
前
年
度
比
３
・

７
％
増)

に
対
し
、
歳
出
総
額 

１
１

４
億
４
、
３
６
３
万
５
千
円
（
対
前

年
度
比
４
・
３
％
増
）
と
な
り
、
差

引 

２
億
６
、
８
３
０
万
２
千
円
、
実

質
２
億
２
、
１
５
５
万
９
千
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を

示
す
数
値
、
経
常
収
支
比
率
は
98
・

８
％
、
公
債
費
負
担
比
率
は
16
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
の
効
率
的
な
執
行
に
努
め
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
、
消
防

庁
舎
改
修
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
の
決
算
見
込
額

の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

歳 入
総額117億1,193万7千円

市税
15億9,275万2千円(13.6％)

地方交付税
54億3,497万3千円
(46.4％)

国庫支出金
14億2,444万4千円
（12.2％）

県支出金
9億2,141万
5千円（7.9％）

その他
8億5,397万8千円（7.3％）

市債
8億6,690万6千円
（7.4％）

諸収入
2億7,765万2千円
（2.4％）

繰入金
6,699万6千円
（0.6％）

使用料及び手数料
1億4,311万8千円
（1.2％） 分担金及び負担金

1億2,970万3千円(1.1％）

わ
た
し
た
ち
の
税
金
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
関
心
を
持
っ
て
、

よ
り
よ
い
串
間
市
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

科　目 内　容
（行政では）

内　容
（家庭では）

一人当たり
の支出額（円）

土
木
費

都市計画整備、道路、
橋りょう、河川、公園な
どの整備にかかる経費

家屋などの
増改築 27,271

教
育
費

小中学校など学校教育
やスポーツ施設、公民
館、図書館など社会教
育にかかる経費

塾の月謝、
習い事など
の経費

46,162

復
旧
費

災
　
害

災害により受けた被害
の復旧にかかる経費

台風などに
よる家屋な
どの補修費

5,919

公
債
費

市が借り入れた市債の
元金や利子の返済分

ローンの
返済 66,993

そ
の
他

議会運営にかかる経費
や、消防にかかる経費
など

その他 26,529

（支出総計 527,356 円）

●串間市の歳出（目的別）を家庭に置き換えてみると…

科　目 内　容
（行政では）

内　容
（家庭では）

一人当たり
の支出額（円）

総
務
費

庁舎、広報、徴税費、
戸籍・住民基本台帳
費、選挙などの経費

生活費 97,591

民
生
費

障害者、高齢者、児童、
生活保護など社会福
祉の経費

老人ホーム・
保育園費 163,577

衛
生
費

市民の健康保持（健
診事業）など保健衛
生やゴミ・し尿処理な
どにかかる経費

医療費など 52,357

産
業
費

農
林
水

農業、林業、畜産業
などにかかる経費 その他 27,603

商
工
費

商業や工業、観光振
興などにかかる経費 その他 13,357

科　目 内　容（行政では） 内　容（家庭では）

市　　税 市民税・固定資産税・たばこ
税など

給　料

使用料及
び手数料

市営住宅や施設の使用料、戸
籍や諸証明などの手数料、ゴ
ミ処理などの手数料

地　　方
交 付 税

市の財政力に応じて国から交
付される税金

親の援助 自由に使えるお金

国　　庫
支 出 金

市が行う事務事業に対する国
からの負担金や補助金 使い道の決められた

お金
県支出金 市が行う事務事業に対する

県からの負担金や補助金

繰 入 金
減債基金などの基金からの
繰入金や介護保険特別会計
などからの繰入金

預金の取り崩しなど

諸 収 入 貸付金の元利収入など その他の収入

市　　債 大きな事業を行うときに借り
るお金 ローンの借り入れ

●串間市の歳入を家庭に置き換えてみると…

歳
入
と
歳
出
を
目
的
別
に

家
庭
に
置
き
換
え
て
み
る
と

地方自治法第243条の3第1項及び串間市「財

政事情」の作成及び公表に関する条例の規定

に基づき、平成22年度決算状況並びに平成23

年度上半期(平成23年4月1日〜平成23年9月

30日)の財政事情を次のとおり公表します

お
知
ら
せ
し
ま
す

Statement  of  accounts information

商工費
2億8,981万 8千円
（2.5％）

土木費
5億9,177万
3千円（5.2％）

公債費
14億5,374万2千円
（12.7％）

災害復旧費
1億2,843万8千円
（1.2％）

教育費
10億170万
6千円（8.8％）

農林水産業費
5億9,899万1千円（5.2％）

歳 出
総額114億4,363万5千円

総務費
21億1,772万6千円（18.5％）

民生費
35億4,962万4千円
（30.9％）

衛生費
11億3,614万2千円（9.9％）

その他
5億7,567万5千円（5.1％）

■
平
成
22
年
度

決
算
概
要
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平成23年度　上半期予算執行状況
■歳入歳出予算執行状況

区　　　分 予算現額（千円）収入済額（千円）収入率（％）支出済額（千円）執行率（％）
一 般 会 計 11,792,773 6,292,740 53.4 5,153,451 43.7

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険
（事業勘定） 3,580,189 1,482,835 41.4 1,476,595 41.2

後期高齢者医療 638,443 266,813 41.8 200,292 31.4
簡 易 水 道 188,649 86,695 46.0 68,891 36.5
農業集落排水事業 36,709 19,096 52.0 16,680 45.4
公共下水道事業 207,877 66,225 31.9 45,271 21.8
漁業集落排水事業 3,055 1,631 53.4 824 27.0
物 品 69,857 35,094 50.2 32,675 46.8
介 護 保 険

（事業勘定） 2,501,837 1,257,974 50.3 975,010 39.0

介 護 保 険
（サービス事業勘定） 27,726 16,847 60.8 10,991 39.6

市 木 診 療 所 63,137 28,606 45.3 24,539 38.9
小 計 7,317,479 3,261,816 44.6 2,851,768 39.0
合　　　計 19,110,252 9,554,556 50.0 8,005,219 41.9

（平成23年9月30日現在、平成22年度からの繰越事業を含む）

■一般会計予算執行状況

歳　
　
　

入

区　　　　分 予算現額（千円） 収入済額（千円） 収入率（％）
市 税 1,571,012 940,013 59.8
地 方 交 付 税 5,059,261 3,545,529 70.1
国 庫 支 出 金 1,428,646 607,852 42.5
県 支 出 金 1,336,022 554,973 41.5
繰 入 金 315,719 0 0.0
諸 収 入 199,482 49,489 24.8
市 債 1,156,892 3,300 0.3
そ の 他 725,739 591,584 81.5
合 計 11,792,773 6,292,740 53.4

歳　
　
　

出

区　　　　分 予算現額（千円） 執行済額（千円） 執行率（％）
総 務 費 1,464,409 511,831 35.0
民 生 費 3,871,045 1,734,121 44.8
農林水産業費 720,959 201,644 28.0
土 木 費 990,827 385,417 38.9
教 育 費 817,804 349,300 42.7
災 害 復 旧 費 169,462 21,042 12.4
公 債 費 1,394,875 694,313 49.8
そ の 他 2,363,392 1,255,783 53.1
合 計 11,792,773 5,153,451 43.7

■公営企業会計（23 年度上半期） （単位：円）
区　　　　分 予算額 執行済額 執行率（％）

水
道
事
業

収
益
的

収 入 306,779,000 158,673,901 51.72
支 出 332,911,000 159,124,061 47.80

資
本
的

収 入 345,484,000 0 0,00
支 出 457,850,000 270,688,363 59.12

市
民
病
院

収
益
的

収 入 1,810,845,000 865,520,561 47.80
支 出 1,810,845,000 872,368,518 48.17

資
本
的

収 入 118,057,000 118,057,000 100.00
支 出 200,778,000 112,804,720 56.18

　

平
成
19
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
市

民
発
！ 

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
」
は
、
平
成

24
年
度
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。
引
き
続

き
市
民
税
の
１
％
を
財
源
と
し
て
、
予
算

（
案
）
を
３
月
議
会
に
提
案
す
る
予
定
の
た

め
、
事
前
に
要
望
内
容
な
ど
を
取
り
ま
と

め
ま
す
。
た
だ
し
、
３
月
議
会
に
て
補
助
金

の
予
算
（
案
）
が
可
決
さ
れ
な
け
れ
ば
事

業
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
前

提
と
し
た
要
望
調
査
と
な
り
ま
す
。

◎
要
望
調
査
対
象
事
業

・
地
域
活
性
化
に
関
す
る
事
業

・
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
事
業

・
人
と
人
と
の
交
流
を
促
進
す
る
事
業

・�

串
間
市
が
実
施
す
る
事
業
の
補
完
ま
た

は
民
間
移
行
を
推
進
し
、
串
間
市
の
施
策

の
推
進
に
寄
与
す
る
事
業
（
協
働
事
業
）

※�

平
成
24
年
度
（
５
月
上
旬
〜
３
月
下

市
民
発
！

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
の

要
望
調
査
を
実
施
し
ま
す

旬
）
に
実
施
予
定
の
事
業
と
し
ま
す
。

◎
補
助
率
お
よ
び
補
助
金
額

　

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
経
費

の
一
部
助
成
（
補
助
率
は
補
助
金
交
付
要

綱
に
よ
る
も
の
）
と
し
、
補
助
金
額
の
上
限

額
は
１
０
０
万
円
と
し
ま
す
。

◎ 

補
助
対
象
経
費

・�

人
件
費
（
協
働
事
業
の
み
対
象
で
応
募

事
業
実
施
に
あ
た
り
直
接
的
に
要
す
る

人
件
費
）

・
外
部
の
講
師
、
専
門
家
の
謝
礼
な
ど

・�

旅
費
（
講
師
な
ど
の
移
動
、
現
地
調
査
な

ど
に
係
る
交
通
費
な
ど
）

・
食
糧
費
（
弁
当
・
お
茶
代
な
ど
）

・�

需
用
費(

文
具
な
ど
の
消
耗
品
費
、
チ
ラ

シ
な
ど
の
印
刷
製
本
費
な
ど)

・�

役
務
費
（
通
信
運
搬
費
、
手
数
料
、
保
険

料
な
ど
）

・�

使
用
料
お
よ
び
賃
借
料
（
会
場
使
用
料

な
ど
）

・�

備
品
購
入
費
（
２
万
円
以
下
で
事
業
に
不

可
欠
と
さ
れ
る
も
の
）

・�

そ
の
他
の
経
費
（
そ
の
他
市
長
が
認
め
る

経
費
）

◎
要
望
調
査
対
象
資
格

・�

串
間
市
内
に
て
活
動
し
、
構
成
人
員
が
３

人
以
上
で
あ
る
こ
と
（
組
織
の
規
約
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
。

・�

事
業
の
企
画
立
案
か
ら
実
績
報
告
ま
で
、

自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る

団
体
。

・�

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
（
役
員
の

完
納
証
明
書
が
必
要
）
。

・�

宗
教
・
政
治
活
動
を
行
う
団
体
で
な
い
こ
と
。

・�

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
77

号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

の
構
成
員
が
含
ま
れ
る
団
体
で
な
い
こ
と
。

◎
補
助
対
象
外
事
業

・
他
の
支
援
や
補
助
を
受
け
て
い
る
事
業

・
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

◎�

提
出
書
類
＝
市
民
発
！
に
ぎ
わ
い
創
出

事
業
参
加
申
請
書

◎�

添
付
書
類
＝
事
業
計
画
書
、
収
支
予
算

書
、
団
体
組
織
な
ど
の
規
約
、
市
税
な

ど
の
完
納
証
明
書
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
議
書
（
協
働
事
業
の
み
）

※�

平
成
23
年
度
に
事
業
採
択
を
受
け
た
団

体
が
引
き
続
き
要
望
す
る
場
合
は
、
別

添
「
市
民
発
！ 

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
実

績
報
告
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

参
加
申
請
書
の
様
式
は
、
総
合
政
策
課

企
画
統
計
係
も
し
く
は
串
間
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
入
手
で
き
ま
す
。

◎
要
望
調
査
報
告
締
切

　

平
成
24
年
２
月
10
日
（
金
）

◎
審
査
お
よ
び
選
考
時
期

　

平
成
24
年
３
月
中
旬
。
書
類
審
査
を
通

過
し
た
団
体
は
、
第
三
者
参
加
の
も
と
で

企
画
の
発
表
を
行
っ
て
い
た
だ
く
公
開
審

査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
発
表
内
容
に
基
づ

き
審
査
員
が
審
査
を
行
い
、
事
業
の
採
択
・

不
採
択
を
決
定
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政
策
課
企
画
統

計
係
☎
内
線
３
３
３

地
域
づ
く
り
の
た
め
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら

活
動
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

平成22年度　決算状況
区　　　分 支出済額 (千円） 構成比（％） 市民1人当り（円） 区　　分 支出済額（千円）構成比（％）

人 件 費 2,299,971 20.1 105,989
義務的経費 5,720,188 50.0扶 助 費 1,966,475 17.2 90,621

公 債 費 1,453,742 12.7 66,993
物 件 費 1,434,058 12.5 66,086

そ　の　他 4,462,439 39.0
補 助 費 等 825,377 7.2 38,037
積 立 金 584,645 5.1 26,942
繰 出 金 1,279,181 11.2 58,948
投資・出資・貸付等 339,178 3.0 15,630
普通建設事業費 1,156,261 10.1 53,284

投資的経費 1,261,008 11.0
災害復旧・失業対策 104,747 0.9 4,827

合　　　計 11,443,635 100.0 527,356 11,443,635 100.0

■一般会計性質別内訳

■市債の状況
区　　　分 借入残高（千円） 構成比（％）

土 木 債 1,476,823 14.8
教 育 債 54,129 0.5
過 疎 債 2,643,903 26.5
農林水産業債 365,256 3.7
災 害 復 旧 債 219,236 2.3
衛 生 債 238,821 2.4
公 営 住 宅 債 150,332 1.5
そ の 他 4,811,822 48.3
合　　　 計 9,960,322 100.0

■市有財産の現在高
区　　　分 数量および金額

土 地 3,598,827.31㎡ 
建 物 138,852.16㎡ 
山 林 1,006.60ha
有 価 証 券 1,915 千円
出資による権利 57,418 千円
債 権 96,981 千円
物 権 50,985 千円
基 金 3,241,316 千円

■公営企業会計
区　　　分 金　　額（円）

水
道
事
業

収
益
的

収入（税抜き） 313,706,663
支出（税抜き） 319,211,839

資
本
的

収入（税込み） 393,056,500
支出（税込み） 503,204,962

市
民
病
院

収
益
的

収入（税抜き） 1,824,396,908
支出（税抜き） 1,830,435,307

資
本
的

収入（税込み） 140,373,939
支出（税込み） 191,373,942

【水道】
資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額110,148,462
円については、当年度分消費税等資本的収支調整額 8,585,727
円、過年度分損益勘定留保資金101,562,735円で補てんした。

【病院】
資本的収入額が資本的支出額に不足する額 51,000,003円は、
過年度分損益勘定留保資金 50,934,725円及び当年度分消費
税及び地方消費税資本的収支調整額 65,278円で補てんした。

■特別会計
区　　　分 収入済額 支出済額

国民健康保険特別会計（事業勘定） 3,617,737 3,498,083 
老 人 保 健 特 別 会 計 3,382 3,382 
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 644,100 641,040 
簡 易 水 道 特 別 会 計 204,611 204,133 
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 31,033 30,529 
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 116,375 114,623 
漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 2,694 2,563 
物 品 特 別 会 計 97,897 97,897 
介護保険特
別 会 計

事 業 勘 定 2,348,965 2,297,003 
サービ ス事 業 勘 定 23,724 23,219 

市 木 診 療 所 特 別 会 計 100,390 95,338 
合　　計 7,190,908 7,007,810

（単位：千円）

Statement  of  accounts information

事
業
の
公
募

実
績
報
告
会

企
画
提
案

実
績
報
告

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

交
付
申
請

書
類
審
査

事
業
実
施

最
終
選
考

結
果
の
公
表

事業の流れ
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健
康
に
良
く
、
縁
起
物
と
言
わ
れ
る
黒
米
を
食
生
活
に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

秋
の
田
ん
ぼ
を
黒
く
染
め
る
稲
穂
。
北

方
・
田
渕
地
区
に
お
住
い
の
水
谷
和
義
さ

ん
は
、
現
在
黒
米
作
り
に
挑
戦
中
で
す
。

黒
米
は
中
国
で
発
見
さ
れ
た
お
米
で
す
。

発
見
者
が
皇
帝
に
献
上
し
、
出
世
し
た
こ

と
か
ら
縁
起
の
良
い
食
べ
物
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
め
で
た
い
席

で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

水
谷
さ
ん
が
黒
米
作
り

を
始
め
た
の
は
平
成
21
年
度

か
ら
。
所
属
し
て
い
る
「
み

の
さ
き
地
区
農
用
地
利
用
改

善
団
体
」
の
み
ん
な
で
何
か

一
緒
に
作
ろ
う
と
の
提
案
が

あ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
こ
で
、

以
前
か
ら
黒
米
を
作
っ
て
い
た
武
田
康や
す

典の
り

さ
ん
か
ら
苗
を
分
け
て
も
ら
い
、
黒
米
作 スロー

フード
旬を食べる
Kushima slow food

り
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

黒
米
は
７
月
か
ら
11
月
の
３
カ
月
間
が

栽
培
期
間
で
す
。
成
長
が
早
く
す
ぐ
に
穂

を
出
す
の
で
、
あ
ま
り
時
間
を
か
け
ず
に

栽
培
し
ま
す
。
水
谷
さ
ん
は
「
黒
米
は
生

命
力
が
強
く
て
あ
っ
と
い
う
間
に
育
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
た
め
苗
の
成
長
に
ば
ら
つ

き
が
で
き
る
の
が
難
し
い
と
こ

ろ
だ
ね
」
と
話
し
ま
す
。

「
今
年
は
み
ん
な
が
集
ま
り
、

手
で
刈
取
り
ま
し
た
。
一
緒
に

黒
米
作
り
を
す
る
こ
と
で
、
団

結
力
が
強
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
一
番
の
収
穫
で
す

ね
」
と
水
谷
さ
ん
は
成
果
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

黒
米
を
お
い
し
く
食
べ
る
コ
ツ
は
白
米

と
混
ぜ
て
食
べ
る
こ
と
。
白
米
１
合
に
対

し
、
黒
米
大
さ
じ
１
杯
ほ
ど
が
目
安
で
す
。

ま
た
、
黒
米
は
研
が
ず
に
そ
の
ま
ま
混
ぜ

て
炊
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
砥
ぐ
と
、
黒

米
の
栄
養
が
水
で
流
さ
れ
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。
こ
れ
ら
の
コ
ツ
に
気
を
つ
け
て
、

お
い
し
い
黒
米
を
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

黒
の
味
わ
い

食
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楽
買
っ
た
も
の
で
な
い
身
近
に
あ
る
自
然
の
植
物
で
コ
ケ
玉
を
作
り
ま
す
。

わ
ず
か
手
の
ひ
ら
に
乗
る
ほ
ど
の
コ

ケ
玉
に
生
命
を
宿
す
山
野
草
。
そ
の
静

か
な
佇
ま
い
は
控
え
め
な
が
ら
も
美
し

く
、和
の
美
意
識
で
あ
る
『
侘わ

び
寂さ

び
』

を
見
事
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

福
島
・
天
神
地
区
に
お
住
ま
い
の
徳

重
裕
康
さ
ん
は
自
宅
庭
や
山
な
ど
に
あ

る
植
物
で
、
あ
る
い
は
貝
殻

や
炭
な
ど
身
近
に
あ
る
も

の
を
用
い
、
趣
き
あ
る
コ
ケ

玉
を
作
っ
て
い
ま
す
。
元
来

よ
り
、
大
の
樹
木
好
き
と
い

う
裕
康
さ
ん
。
あ
る
日
、
運

動
を
兼
ね
散
策
し
て
い
た
林
道
で
山
野

草
の
芽
吹
き
を
目
に
し
ま
し
た
。
そ
し

て『
こ
の
小
さ
な
命
を
育
て
て
み
た
い
』

と
、
コ
ケ
玉
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

心
落
ち
着
け
た
い
と
き
や
静
か
な
時

間
を
の
ぞ
み
た
い
と
き
、
コ
ケ
玉
を
愛

で
る
と
い
う
裕
康
さ
ん
。「
こ
れ
が
空

間
に
１
つ
あ
る
だ
け
で
、
穏
や
か
な
気

持
ち
に
な
れ
る
」
と
話
し
ま
す
。
コ
ケ

玉
は
毎
日
、
霧
吹
き
で
水
分
を
与
え
た

り
、
日
差
し
の
加
減
を
見
な
が
ら
場
所 スロー

ライフ
名人に学ぶ
Kushima slow Life

を
変
え
た
り
と
管
理
に
は
手
間
が
か
か

る
様
子
。
で
も
、
そ
の
手
間
こ
そ
が
楽

し
く
「
小
さ
く
て
も
そ
こ
に
命
を
感
じ
、

健け
な

気げ

だ
な
と
思
う
」
と
愛
し
て
止
み
ま

せ
ん
。
こ
う
し
て
育
ん
だ
コ
ケ
玉
を
使

い
、
２
年
前
か
ら
『
空
間
づ
く
り
』
の

活
動
を
展
開
。
こ
れ
ま
で
、
博
多
人
形

展
や
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
な
ど

を
彩
っ
て
き
ま
し
た
。「
コ
ケ

玉
は
主
役
を
引
き
た
て
る
脇

役
。
添
え
る
器
に
よ
っ
て
表

情
が
変
わ
る
の
で
、
色
ん
な

空
間
を
演
出
で
き
る
。
こ
れ

か
ら
も
、
作
品
展
や
演
奏
会
な
ど
を
引

き
立
て
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
う
れ

し
い
」
と
裕
康
さ
ん
。「
心
の
潤
い
、
静

け
さ
、
や
さ
し
さ
を
求
め
て
」
を
心
に

今
日
も
コ
ケ
玉
を
作
り
ま
す
。

徳重裕康さん（59歳）
自宅のテーブルやイスは杉
の切り株や流木などを自分
で組み立てました。植物は
人の心を穏やかにしますね。

植
物
で
心
地
よ
い
空
間
を

水分をたっぷりと蓄えたコケ玉。緑の色が瑞 し々い。ヤブコウジの赤い実とのコントラストが鮮やか。
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水谷和義さん（55歳）
黒米作りは今年で３年目。１、
２年目の栽培は苦戦しました
が、今年はうまくできました。
継続することが大事ですね。

◎材料
・黒米…………………………大さじ１杯
・うるち米……………………………１合

◎つくり方
①うるち米を砥ぐ
②①に黒米を入れ、水で軽く流し、細かいゴミなどを落とす。
③水をやや多めに入れ、２時間ほど置いた後炊き上げる。
④できあがったご飯に、塩やゴマなどをお好みでかけて食べる。

H o w  t o  c o o k

黒米ご飯

【黒米】（Oryza sativa subsp.javanica）
黒米、または紫黒米。紫米とは、米のうち、主
に果皮部にアントシアニン系の紫黒色素をもつ
有色米のこと。糠にビタミン（主にビタミンＢ、ビ
タミンＥ）、リン・カルシウムなどのミネラルが含
まれており、これらを摂取することで滋養強壮
作用がもたらされる。また、果皮の色素である
アントシアニン（ポリフェノールの一種）には視
力増強や肝機能の強化の作用があるとされる。
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協働に向けての意見を交換

　１１月２９日、市民協働商談会「ふ
れあい協働ステーション」（串間市
協働推進センター設立準備事務所
パナップ主催）が開催されました。
今回の商談会は行政と市民が協
力できる事業について意見を交換
することが目的です。行政や市内
のＮＰＯ、自治会長などのほか市
外からの参加者など約９０人が参
加。事業内容などについてお互い
の疑問や、意見を出し合いました。 

3Scene

人気の旧車が都井岬に集合

　１１月２７日、都井岬にて市民発！
にぎわい創出事業の「第１回クラ
シックカーフェスティバル」（同実
行委員会主催）が開催されまし
た。県内外から約１７０台の車が
参加。希少な昭和３０年代の三輪
自動車やポルシェなどさまざまな車
種が集まりました。当日は自動車
ファンなどを中心に約７，０００人が
来場。来場者は懐かしい名車を
一台ずつじっくり鑑賞していました。

2Scene

美しい水辺を守る清掃活動

　１１月２７日、福島川親水公園
および桜堤ロードの河川清掃（ふ
るさとの水辺環境を守る会主催）
が実施されました。建設業協会
や森林組合などの経済団体のほ
か、親子連れの市民の方など約
１５０人が参加。沿道のゴミを拾い
ました。今回集まったゴミの量は、
昨年と同じく２トントラック２台分
ほど。美しい河川を守るため、今
後も清掃活動を継続していきます。

1Scene

福島・上町地区

古賀和久さん

INTERVIEW

清掃を初体験

　子どもの通う小学校の連絡で、今日
の清掃を知り、家族３人で参加しました。
始めて１時間ほどで、ゴミ袋がいっぱい
になり、ゴミがたくさん落ちていることを
実感しました。このような清掃活動を続
けていくことが大事だと感じています。

鹿児島県日置市

有村健二さん

INTERVIEW

懐かしい都井

　このイベントのため参加車のサニート
ラックに乗って、15年ぶりに都井岬に
来ました。フェスティバルにはよく参加し
ています。昭和40年代は就職の年代で、
車を買った思い出があります。それが懐
かしくて今でも昔の車に乗っていますね。

くしま商道芸人

古屋勝人さん

INTERVIEW

協働の第一歩

　今回初めて串間市単独で開催しまし
たが、予想を超えて多くの方に集まって
もらえ、主催者の一人としてとてもうれ
しいです。ＮＰＯなどだけでなく自治会か
らも参加していただき、市民の皆さんの
協働への意識の高さを実感できました。

My Town Topics

まちの話題
市内の話題や出来事などを写真を交えて紹介します。

駅伝での健闘を誓いました

　１２月４日、第２回県市町村対抗
駅伝の串間市選手団結団式が陸
上競技場で開かれました。式には
参加選手１１人が出席。北方中学
校３年生の宮崎雄野くんが選手宣
誓、また矢野忠利監督は昨年の
２４位を超えたいとの目標を話しまし
た。選手たちは１月９日の大会に向
けて、合同練習と個人練習を積み
重ねています。大会ではぜひ串間
代表の選手たちを応援してください。

5Scene 4Scene

串間で芸術に触れる機会を

　１２月２日、串間市文化会館で開
館２０周年記念事業の「二宮勝憲
＆宮崎県美術協会展」の開催式
が開かれました。式には野辺修光
市長や市民など約６０人が出席。美
術展は二宮さんの協力で実現した
ものです。二宮さんの個展のほか、
協会員の絵画や彫刻など 30 点を
展示。式では二宮さんのあいさつ
の後、母への思いをもとにかかれた
絵画「海」を市に寄贈されました。

宮崎市

二宮勝憲さん

INTERVIEW

芸術の機会に

　ふるさとの串間で個展を開催すること
が長年の夢でした。今回の美術展では、
美術協会の皆さんの協力で作品を展示
することができました。芸術作品に触れ
ることで、串間の子どもたちの芸術への
関心が少しでも高まればと思っています。

養豚を学び地産地消を学習

　１２月１日、市木小学校で地産
地消と食育への理解を深めるため

「とんとん教室」が開かれました。
これは、ＪＡや畜産関係者などが、
子どもたちに豚肉の生産について
学んでもらうため実施したもので
す。子どもたちは、豚肉の生産や
流通などについて授業を受けた後、
ソーセージ教室で手作りソーセー
ジに挑戦。最後は、できあがった
ソーセージをみんなで食べました。

市木小学校２年生

大下桃華ちゃん

INTERVIEW

初体験に感動

　初めてソーセージ作りに挑戦しました。
ソーセージに羊の腸が使われてること
は知らなかったのでびっくりしました。お
肉を腸に入れるとき、破けないように気
をつけて詰めるのが難しかったです。今
度は家でソーセージを作ってみたいです。

日南学園高校３年生

堀口涼平くん

INTERVIEW

目標区間一位

　去年に続いて２度目の大会出場で
す。去年は補欠でしたが今年こそは本
番で走りたいと思っています。去年走
れなかった分、頑張って走り切りたいで
すね。目標は自分の区間で１位になるこ
とと去年の総合成績を上回ることです。

6Scene

1976昭和51年８月、福島高校野球部は第58回全国高校野球
選手権大会に宮崎県代表として出場しました。試合には、串
間市から福島高校の生徒や父母など約４００人の応援団がか
けつけました。試合は新潟代表の高田商業高校に10対７で
惜しくも敗れましたが、選手たちの奮闘に、応援団から大きな
拍手が送られました。〜昭和51年８月発行・広報くしまから〜 

思い出の
Photograph

福島高校、甲子園へ出場

甲子園出発時に串間駅前で行われた壮行式
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Parenting 
Support

保
育
所
と
は

　

保
育
所
は
保
護
者
が
就
労
や
病
気
な

ど
に
よ
り
家
庭
で
子
ど
も
を
保
育
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
保
護
者
に
代

わ
っ
て
保
育
す
る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。

集
団
生
活
に
慣
れ
さ
せ
た
い
、
小
学
校

入
学
の
準
備
を
し
た
い
と
い
っ
た
理
由

は
入
所
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

入
所
対
象
児
童
と
は

　

串
間
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
小
学
校

入
学
前
の
児
童
で
、
保
護
者
が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
が
保
育
所
に

入
所
す
る
対
象
と
な
り
ま
す
。

〇
家
庭
外
で
常
時
働
い
て
い
る
。

〇�

家
庭
内
で
常
時
家
事
以
外
の
仕
事
を

し
て
い
る
。

〇
母
親
が
出
産
前
後
で
あ
る
。

〇
病
気
や
負
傷
、
心
身
に
障
害
が
あ
る
。

〇�

同
居
の
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身

障
が
い
者
を
常
時
介
護
し
て
い
る
。

〇�

地
震
、
風
水
害
な
ど
災
害
の
復
旧
に

当
た
っ
て
い
る
。

〇�

児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
事
情
が
あ

る
（
父
母
不
在
な
ど
）
。

入
所
申
込
に
つ
い
て

　

入
所
は
毎
月
１
日
付
と
な
り
ま
す
。

○�

４
月
入
所
受
付
期
間
＝
１
月
４
日

（
水
）
〜
１
月
31
日
（
火
）

○�

５
月
以
降
の
入
所
申
込
受
付
期
間
＝

入
所
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で

○�

受
付
場
所
＝
福
祉
保
健
課
子
育
て
支

援
係
ま
た
は
保
育
所

必
要
提
出
書
類

　

①
か
ら
③
に
つ
い
て
は
福
祉
保
健
課

子
育
て
支
援
係
ま
た
は
保
育
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

①� 

保
育
所
入
所
申
込
書
（
入
所
希
望
保

育
所
名
な
ど
）

② 

就
労
証
明
書

　

�

家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
で
す
。
保
護
者
１
人
に
つ

き
１
枚
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③� 

申
告
書
（
児
童
の
健
康
状
態
な
ど
）

④ 

保
育
料
算
定
書
類

・�

給
与
所
得
者
（
会
社
員
・
公
務
員
な

ど
）
＝
平
成
23
年
分
源
泉
徴
収
票

（
年
末
調
整
済
）

・�
確
定
申
告
者（
自
営
業
・
農
業
な
ど
）

＝
平
成
23
年
分
確
定
申
告
書（
控
）

・�

平
成
23
年
１
月
１
日
時
点
で
串
間
市

に
住
民
登
録
の
な
い
者
＝
平
成
23
年

１
月
１
日
在
住
の
市
町
村
で
発
行
す

る
平
成
23
年
度
住
民
税
課
税
証
明
書

○
入
所
決
定
に
つ
い
て

　

提
出
書
類
の
審
査
な
ど
行
っ
た
後
、

保
育
に
欠
け
る
程
度
の
高
い
児
童
か
ら
、

保
育
所
の
定
員
な
ど
に
応
じ
て
順
次
決

定
し
ま
す
。
入
所
基
準
に
該
当
し
な
い

場
合
ま
た
は
希
望
者
多
数
の
た
め
希
望

保
育
所
へ
入
園
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課
子
育

て
支
援
係
☎
72
―
０
３
３
３
（
内
線

５
０
２
・
５
０
３
）

子育て支援情報
平成24年度保育所入所
申込を受け付けます

●
受付期間内での保育所入所申込を

よろしくお願いします。

05

■子育て支援

福 高 レ ポ ー ト
　

福
島
高
校
は
、
進
学
か
ら
就
職

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
進
路
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
（
１
年
時
は
普
通
科
）
は
、
普

通
科
生
で
あ
り
な
が
ら
商
業
科

目
を
履
修
可
能
で
あ
り
、
卒
業
後
、

民
間
企
業
や
公
務
員
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
生
徒
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
地
元
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
毎

年
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
な
ど

の
大
手
企
業
に
も
就
職
し
て
お
り
、

昨
年
度
は
就
職
内
定
率
１
０
０
％

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

本
校
は
全
国
商
業
高
校
主
催
検

定
の
指
定
会
場
校
で
あ
り
、
珠
算
・

電
卓
検
定
、
簿
記
検
定
、
情
報
処

理
検
定
、
ワ
ー
プ
ロ
検
定
な
ど
を

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
11

月
13
日
に
第
１
２
３
回
珠
算
・
電

卓
検
定
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

珠
算
・
電
卓
検
定
は
、
各
級
ご
と

に
普
通
計
算
部
門
と
ビ
ジ
ネ
ス
計

算
部
門
が
あ
り
、
今
回
は
２
年
１

組
の
29
名
が
受
験
し
ま
し
た
。

　

検
定
対
策
期
間
が
短
い
中
、
一

人
ひ
と
り
が
集
中
し
て
検
定
試

験
に
向
け
頑
張
り
ま
し
た
。
ま
た
、

検
定
前
に
は
全
員
が
合
格
で
き
る

よ
う
に
ペ
ア
を
組
ん
で
直
前
学
習

魅
力
あ
る
福
島
高
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
お
り
、
今
回
も
ク
ラ

ス
の
仲
間
で
助
け
合
い
、
一
丸

と
な
っ
て
検
定
試
験
に
臨
み
ま

し
た
。２
年
１
組
の
メ
ン
バ
ー
は
、

・�

第
１
級
普
通
計
算
部
門
＝
２

人
受
験
、
２
人
合
格

・�

第
２
級
普
通
計
算
部
門
＝
29

人
受
験
、
28
人
合
格

・�

第
３
級
普
通
計
算
部
門
＝
１

人
受
験
、
１
人
合
格

と
い
う
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

※
珠
算
・
電
卓
検
定
と
は

　
「
読
み
、
書
き
」
は
義
務
教

育
の
基
本
で
あ
り
、
ま
た
ソ
ロ

バ
ン
や
電
卓
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

諸
活
動
に
必
要
な
計
算
の
基
礎

に
な
る
考
え
方
や
計
算
能
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ソ
ロ
バ
ン
で
は
計
算
技
術
が
向

上
し
、
暗
算
能
力
も
付
き
、
電

卓
で
は
複
雑
な
計
算
も
簡
単
に

こ
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ソ
ロ
バ
ン
や
電
卓
を
利
用
し
、

実
務
計
算
処
理
能
力
を
判
定
す
る

の
が
珠
算
・
電
卓
検
定
試
験
で
す
。

商
業
科
担
当
の
髙
橋
先
生

（
情
ビ
の
検
定
試
験
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
）

　

福
島
高
校
に
は
素
直
な
生
徒

が
と
て
も
多
く
、
掲
げ
た
目
標

に
向
か
っ
て
ひ
た
む
き
に
努
力

し
て
く
れ
ま
す
。
上
位
級
に
挑

戦
し
、
放
課
後
も
残
っ
て
検
定

の
勉
強
を
す
る
熱
心
な
生
徒
も

い
て
、
指
導
者
と
し
て
も
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

取
得
し
た
資
格
は
一
生
消
え

な
い
自
分
の
財
産
で
あ
り
、
自

信
と
な
り
、
身
に
つ
け
た
ス
キ

ル
は
活
動
の
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ

る
手
段
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
彼
ら
の
成
長
を
応
援
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

今
後
と
も
、
福
島
高
校
の
魅

力
あ
る
話
題
を
広
報
く
し
ま
よ

り
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
串
間
市
唯
一
の
高
校
で
あ
る
福
島
高
校
。

今
回
は
、
福
島
高
校
の
生
徒
か
ら
届
け
ら
れ
た
活
動
の
お
知
ら
せ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

保育所（園）名 定  員 住　　所 電話番号

公

立

千 種 保 育 所 60 串間市大字西方4070–1 72–0255

北 方 保 育 所 45 串間市大字北方3533–2 72–0400

塩 屋 原 保 育 所 30 串間市大字南方409 72–0264

市 木 保 育 所 30 串間市大字市木7281 77–0014

法

人

む つ み 保 育 園 60 串間市大字西方15153–3 72–3966

串 間 保 育 園 90 串間市大字西方8248–1 72–0292

か ん な 保 育 園 60 串間市大字西方5300–3 72–4100

上 篠 原 保 育 園 30 串間市大字本城5451–3 75–1692

南さくら保育園 90 串間市大字北方7358–2 72–5618

み や こ 保 育 園 30 串間市大字都井2119 76–1324

やまびこ保育園 20 串間市大字大平3397 74–2211

大束中央保育園 60 串間市大字奈留5505 74–1137

りんぽかん保育園 30 串間市大字西方14894 72–0373

※北方保育所は、平成 24 年４月１日から民営化します。
※塩屋原保育所は、平成 25 年４月１日から休園します。

○保育所（園）一覧表 （平成24年1月1日現在）

投稿者
福島高校 生徒会長

前門充
みつ

徒
と
くん

11月にあったインターンシッ
プにて、市役所の情報政策
係の仕事を体験させてもらい
ました。そのとき、広報で福
島高校の活動を紹介してもら
えると聞き、今回、さっそく活
動紹介を投稿しました。これ
からも広報くしまを通じて、さま
ざまな活動をご紹介できるよ
う頑張りたいと思っています。
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健康マメちしき
H e a l t h  K n o w l e d g e

著：串間市民病院
臨床検査技師 森　和枝

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

寒
く
な
っ
て
、
体
調
を
壊
し
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
ね
。
病
院
に
足
を
運
ぶ
機
会
も
多

く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
症
状
に

よ
っ
て
は
、
血
液
検
査
や
尿
検
査
な
ど
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
検
査
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点
を

簡
単
に
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

基
準
値
と
は

病
院
で
検
査
を
受
け
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
皆

さ
ま
が
検
査
報
告
書
を
受
け
取
り
ま
す
。
こ
の

と
き
、
自
分
の
検
査
値
の
隣
に
必
ず
と
い
っ
て

よ
い
ほ
ど
記
載
さ
れ
て
い
る
数
字
が
「
基
準

値
」
で
す
。

皆
さ
ま
は
、
こ
の
「
基
準
値
」
と
比
較
し
て

自
分
の
値
が
正
常
か
異
常
か
を
判
断
し
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
こ
の
「
基
準
値
」
は
健
康
な

人
の
95
％
が
当
て
は
ま
る
値
の
こ
と
で
す
。

検
査
値
に
は
個
人
差
も
あ
る
の
で
、
検
査
値

が
「
基
準
値
」
か
ら
外
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
そ

れ
だ
け
で
病
気
と
判
断
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
病
気
か
ど
う
か
の
診
断
は
、
医
師
が

体
の
状
態
を
総
合
的
に
判
断
し
て
行
い
ま
す
。

ま
た
検
査
値
は
、
性
別
、
食
事
、
時
刻
、
運

動
、
喫
煙
、
妊
娠
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
変
化

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
検
査
を
受
け
る
施
設
に
よ
っ
て
も

検
査
方
法
や
機
器
の
種
類
、
用
い
る
試
薬
が
異

な
り
「
基
準
値
」
の
範
囲
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

特
に
他
の
医
療
機
関
と
比
較
す
る
と
き
に
は
注

意
が
必
要
で
す
。

検
査
前
の
食
事
に
つ
い
て

検
査
前
の
食
事
の
内
容
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂

取
は
、
検
査
項
目
に
よ
っ
て
は
大
き
な
影
響
を

与
え
、
正
確
な
検
査
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
検
査
日
の
前
に
食
事
制
限
の
有
無
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
を
受
け
や
す
い
服
装

ス
ム
ー
ズ
に
検
査
を
受
け
る
た
め
に
も
服
装

は
脱
ぎ
着
し
や
す
い
も
の
を
。
金
属
類
は
身
に

つ
け
ず
に
、
女
性
で
あ
れ
ば
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
よ

り
も
靴
下
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

検
査
の
前
に
は
安
静
に

心
電
図
や
血
圧
の
検
査
で
は
運
動
や
緊
張
に

よ
り
影
響
を
受
け
ま
す
。
な
る
べ
く
安
静
に
し

て
、
よ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

検
体
（
検
査
に
使
う
材
料
）
の
採
取

尿
の
採
取
は
、
血
液
な
ど
の
医
療
従
事
者
が

採
取
す
る
も
の
と
違
い
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
、

患
者
さ
ま
ご
自
身
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
こ

の
際
に
も
、
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

●�

採
取
時
に
は
排
尿
途
中
の
尿
を
採
取
す
る

（
雑
菌
の
混
入
を
防
ぐ
た
め
。
た
だ
し
排
尿

痛
が
あ
る
場
合
に
は
出
初
め
の
尿
を
採
取
）

●�

女
性
で
生
理
中
の
方
は
係
に
申
し
出
る
（
潜

血
反
応
が
陽
性
に
な
る
た
め
）

●�

ビ
タ
ミ
ン
剤
や
清
涼
飲
料
の
摂
取
を
控
え
る

（
化
学
反
応
の
妨
げ
に
な
る
た
め
）

●�

尿
が
出
な
い
か
ら
と
い
っ
て
水
を
提
出
し
な

い
（
ご
く
ま
れ
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
）

ま
た
、
医
療
従
事
者
側
が
行
う
採
血
で
も
、

何
ら
か
の
原
因
で
採
血
時
に
赤
血
球
が
壊
れ
て

し
ま
う
溶
血
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
溶
血
し
た
検
体
は
多
く
の
検
査
項
目
に
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
患
者
さ
ま
に
は

も
う
一
度
、
採
血
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

検
査
の
値
は
、
患
者
さ
ま
自
身
の
状
態
や
提

出
さ
れ
る
検
体
の
状
態
、
検
査
機
関
に
よ
り
変

化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
検
査
を
受
け
る
と
き
に

は
、
事
前
の
注
意
を
守
り
、
で
き
る
だ
け
以
前

に
検
査
を
受
け
た
と
き
と
同
じ
状
態
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

自
分
の
健
康
な
と
き
の
検
査
値
を
把
握
し
て

い
れ
ば
、
検
査
値
の
変
動
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
、
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

上
手
な
検
査
の
受
け
方

Kazue Mori

海
上
保
安
庁
が
６
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
募
集
し
た
『
第
12
回
未
来
に
残
そ

う
青
い
海
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
』。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
海
の
環

境
保
全
へ
の
意
識
と
海
上
保
安
業
務
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
小
中

学
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
全
国
の
小
中

学
校
が
３
２
、
８
５
０
点
（
宮
崎
県
内

１
、
７
０
３
点
）
の
作
品
を
応
募
。
宮

崎
県
内
の
24
作
品
が
優
秀
作
品
と
し
て

表
彰
を
受
け
ま
し
た
（
表
彰
式
は
12
月

11
日
に
宮
崎
市
『
み
や
ざ
き
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
』
で
開
催
。
同
９
日
〜
12
日
ま

で
同
会
場
で
展
示
）。

串
間
市
か
ら
も
見
事
３
点
の
作
品
が

優
秀
作
品
に
輝
き
ま
し
た
。

今
回
の
く
し
ま
っ
子
紹
介
は
、
コ
ン

ク
ー
ル
で
表
彰
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
と

そ
の
力
作
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

[Child]

子

紹
介

『
美
し
い
海
』を

描
き
ま
し
た
。

『
第
12
回
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・
図
画
コ

ン
ク
ー
ル
』(

主
催
・
海
上
保
安
庁)

で
、
串

間
市
の
児
童
・
生
徒
が
描
い
た
３
作
品
が
優

秀
作
品
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

◎
小
学
校
高
学
年
の
部

　『
第
10
管
区
優
秀
賞(
う
み
ま
る
賞)

』

◎
中
学
校
の
部

　『
審
査
員
特
別
賞
』

大束小学校５年

田中利
とし

樹
き

くん

北方中学校３年

宮崎雄
ゆう

野
や

くん

もともと絵を書くことが好きです。
この絵は、お兄ちゃんと海に行っ
たときのことを思い出して描きまし
た。引き潮のときにできた潮だまり
で遊んでいる様子です。正面を向
いているのがぼくで、後ろを向いて
いるのがお兄ちゃんです。影とか
水面の様子、岩のでこぼこした感じ
を表現するのが難しかったです。

表彰式のとき、関係者の人から「あ
の絵、良かったですね」と言われま
した。かなりうれしかったです。絵の
デザインはすぐに浮かび、２日間で
仕上げました。カメが暗い水中か
ら明るい水面へ向かって上がって
いくイメージです。逆に苦労したの
は、カメの甲羅部分と水の色をグラ
デーションで表現したところです。

◎小学校低学年の部
　『海上保安協会南九州地方本部長賞』

都井小学校２年

村中なつみさん

この絵は、お友だち３人と一緒に魚と仲良く遊んでいる様子
を描きました。魚は図鑑を見て描きました。一番頑張ったの
は、魚のうろこに色をつけるところです。海の色はティッシュに
絵の具をつけ、たたくようにして塗っていきました。賞をもらってう
れしかったです。今度はお友だちの絵も描いてみたいです。
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LibraryKushima [Book]

絶滅にはどのようなものがあるの
か。過去最大の絶滅とはなにか。
絶滅の基本的な知識から大昔の
地球の様子、大量絶滅の原因、人
類に関係する絶滅などを、イラスト
を交えて解説します。地球環境と生
物との関係を考えるきっかけに。

「埋火第76号」が発刊されました。
山内学／後藤等／桑山靖子／島田
洋子／清水しづ子／隈本隆子／得
能哲夫／分田淑子／田中勢津子／
久保田伸治／城野蒼一／いしどう
しょうけい／著。今回も力作揃いで
す。ぜひ一読ください。

今年の大河ドラマは平安時代が
舞台の「平清盛」です。ドラマを
観るにあたって清盛の人物像や時
代背景を知ってより楽しく鑑賞し
ませんか？ 近年ドラマの主人公と
なった江姫、坂本龍馬、篤姫な
ども一緒に特集をします。

１
月
の
テ
ー
マ
展
示

「
大
河
ド
ラ
マ
特
集
」

「
絶
滅
の
大
研
究
」

丸
岡
照
幸
／
ほ
か
著

「
埋
火
第
76
号
」
　

平
田
英
徳
／
編
著

本
「
今
月
の
新
刊
」

●�串間市立図書館☎72-1177● ��開館＝午前10時〜午後６時●�� 休館日＝毎週月曜日http://www.kushima-lib.jp/

●年末年始が12月29日(木)〜１月３日(火)休館します。１月10日(火) は祝祭日開館に伴う休館日です

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。２
０
１
２
年
が
始
ま
り
ま
し

た
！ 

年
越
し
に
ゆ
っ
く
り
し
て
今
年

１
年
も
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！

　

さ
て
、去
年
の
お
正
月
に「N

ew
 

ye
a
rs
 re
ve
la
tio
n

」（
ニ
ュ
ー

イ
ァ
ー
レ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）の
話
を
し

ま
し
た
。年
が
明
け
て
新
年
に
な
っ
た

ら
１
つ
自
分
に
誓
い
言
を
し
ま
す
。

自
分
は
去
年
や
せ
る
と
言
い
ま
し
た

ね
。「
あ
れ
？
逆
に
も
っ
と
太
っ
て
な

い
？
」と
思
っ
た
で
し
ょ
う
？

　

図
星
な
の
で
何
も
言
え
ま
せ
ん
が

こ
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
。簡
単
に
で

き
る
こ
と
を
誓
っ
て
も
面
白
く
な
い

で
す
し
、今
年
こ
そ
は
！ 

と
頑
張
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
し
。「
え
？

言
い
訳
？
」ご
め
ん
な
さ
い
。

　

冗
談
は
さ
て
お
き
、今
年
は
串
間

に
来
て
２
年
半
に
な
る
の
で
す
が
、

初
め
て
宮
崎
で
正
月
を
過
ご
し
ま

す
。予
定
も
な
く
、気
軽
に
ダ
ラ
ダ
ラ

と
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
過
ご
す
の
も

悪
く
な
い
の
で
は
？

　

日
本
の
テ
レ
ビ
は
お
正
月
の
特

別
番
組
が
す
ご
い
で
す
ね
！ 

ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

普
通
の
テ
レ
ビ
が
い
つ
も
通
り
の
番

組
を
や
っ
て
い
ま
す
。唯
一
あ
る
の
が

女
王
の
ク
リ
ス
マ
ス
と
お
正
月
の
あ

い
さ
つ
。イ
ギ
リ
ス
の
王
室
か
ら
放

送
さ
れ
る
あ
い
さ
つ
の
内
容
は
毎
回

違
い
、そ
の
年
に
あ
っ
た
出
来
事
な
ど

に
つ
い
て
話
し
ま
す
。毎
回
内
容
が

違
う
の
で
、ス
ピ
ー
チ
で
何
を
言
う

か
賭
け
を
す
る
人
も
い
ま
す
。実
際

に
Ｔ
Ａ
Ｂ（
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
、何
で

も
賭
け
る
こ
と
が
で
き
る
売
り
場
）

に
行
く
と
内
容
に
よ
っ
て
倍
率
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。２
０
１
１
年
は
ウ

イ
リ
ア
ム
王
子
の
結
婚
式
が
あ
っ
た

の
で
こ
れ
が
◎
だ
と
友
だ
ち
が
言
っ

て
い
ま
し
た
。ち
な
み
に
ウ
イ
リ
ア
ム

の
結
婚
式
の
時
は
女
王
さ
ま
の
ド
レ

ス
の
色
の
賭
け
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る

ほ
ど
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

話
が
大
分
そ
れ
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

■交流員レポート／第8代国際交流員ジュリアンの日本体験記

○○はすばらしい
○○is fantastic!
Example:
Japanese new year T.V 
shows are fantastic!
例）日本の正月特番はすばらしい

This month's
expression   

今月の表現

あるじは秀吉（岩井三四二）翁-ＯＫＩＮＡ
（夢枕獏）極北ラプソディ（海堂尊）キン
グを探せ（法月綸太郎）銀婚式（篠田節
子）暗闇で踊れ（馳星周）さむらい（鳥羽
亮）草原の風（宮城谷昌光）煙とサクラン
ボ（松尾由美）海薔薇（小手鞠るい）精姫
様一条（杉本章子）あかりの湖畔（青山七
恵）赤絵そうめん（山本兼一）もういちど生

まれる（朝井リョウ）星月夜（伊集院静）冬
姫（葉室麟）地下の鳩（西加奈子）ホテル・
ピーベリー（近藤史恵）蛍の航跡（帚木蓬
生）防波堤（今野敏）放蕩記（村山由佳）
ヒート（堂場瞬一）ヒア・カムズ・ザ・サン（有
川浩）名のないシシャ（山田悠介）謎解き
はディナーのあとで（東川篤哉）春告げ坂
（安住洋子）だれかの木琴（井上荒野）

  図書館は
月に１回くらいの

ペースで来ています。借
りた本を５歳と２歳のお兄
ちゃんたちと一緒に愛も聞い
ています。愛が大きくなったら、
愛のための本も借りてあげた
いですね（母・静香さん）

大束・下園田地区

吉田愛ちゃん

女王様のクリスマススピーチ

図書館に
来ました

[Pension][Info]

知知
年
金

秋
の
叙
勲

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

送
付
さ
れ
ま
す

　

平
成
23
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、
国
民

年
金
な
ど
の
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
ら
れ
た
方
に
、

『
平
成
23
年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
』
が
日
本
年
金
機
構
よ
り
１
月
中
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
の
添
付
書
類

　

平
成
23
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
串

間
市
か
ら
３
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
、

功
労
の
あ
る
方
で
、
公
務
な
ど
に
長
年

従
事
し
、
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
方
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
行
政
係
内

線
３
１
４

と
し
て
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

た
だ
し
、
障
害
年
金
、
寡
婦
年
金
、
遺

族
年
金
は
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
た
め
（
非
課
税
）
源
泉
徴
収

票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

万
一
、
紛
失
さ
れ
た
場
合
や
未
着
の
場

合
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
＝
０
５
７
０

︱
０
５
︱
１
１
６
５

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
し
た

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

  

瑞
宝
中
綬
章

　

昭
和
38
年
４
月
、
防
衛
施
設
庁
に
入

庁
、
平
成
７
年
６
月
退
官
。
大
阪
防
衛

施
設
局
長
、
東
京
防
衛
施
設
局
長
を
歴

任
。
豊
富
な
経
験
と
手
腕
を
生
か
し
、

最
前
線
で
幅
広
く
活
躍
。
桟
橋
や
飛
行

場
建
設
に
携
わ
る
な
ど
国
防
の
基
盤
整

備
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
、
ご

自
身
の
年
金
加
入
記
録
な
ど
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
難
し
い
方

は
年
金
事
務
所
だ
け
で
な
く
、
市
役
所
で

も
簡
単
な
手
続
き
で
年
金
加
入
記
録
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
確
認
で
き
る
年
金
記
録

・�

こ
れ
ま
で
の
公
的
年
金
制
度
（
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
）
の
加
入

履
歴

・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

  

瑞
宝
単
光
章

　

昭
和
41
年
６
月
、
航
空
自
衛
隊
に
入

隊
、
平
成
13
年
１
月
准
空
尉
と
し
て
退

官
。
基
地
内
の
施
設
管
理
を
確
実
に
実

施
し
、
基
地
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
部
隊
の
円
滑
な
任
務
遂
行
に
貢

献
す
る
な
ど
、
我
が
国
の
平
和
と
安
全

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

・�
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額
の
試

算
＊
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
印
か
ん

・�

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
（
年
金

手
帳
・
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
）

・�

代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
に
は
、
ほ
か

に
委
任
状
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金

事
務
所
☎
０
９
８
６
︱
２
３
︱
２
５
７

１

  

瑞
宝
単
光
章

　

昭
和
43
年
３
月
、
航
空
自
衛
隊
に
入

隊
、
平
成
15
年
11
月
准
空
尉
と
し
て
退

官
。
サ
イ
ト
勤
務
に
お
い
て
は
防
空
を

担
い
、
確
実
な
業
務
遂
行
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
技
術
指
導
お
よ
び
教
育
を

適
切
に
行
い
、
我
が
国
の
防
衛
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

鎌田 光
み つ

治
はる

さん

緒方 正一さん

河野 善和さん
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を添え、下記へ申し込むこと。
＊�申し込み締め切り後の棄権は参

加料の返金をいたしません。
◎申込締切＝1 月 31日（火）
◎�申込・問い合わせ先＝スポーツ推

進委員協議会事務局（串間市教
育委員会内）☎内線 379・380

　ＪＲ日南線で親しまれている下記
キャラクターの名前を募集します。
ふるってご応募ください。

◎�応募方法＝応募用紙（ハガキ可）
に、①名前と意味②住所③お名
前④年齢⑤連絡先を記入のうえ、
郵送にて (1 人 1 点のみ )。

＊�応募用紙はＪＲ日南線沿線市役
所、または各市ホームページから
もダウンロード可。

◎応募期限＝1 月 27 日 ( 金 ) 必着
＊当日消印有効
◎�その他＝最優秀作品、優秀作品

には図書券を贈呈。入賞者には
通知するほか、広報で発表予定。

＊�個人情報については、他の目的で
使用することはありません。

◎�応募・問い合わせ先＝ＪＲ日南
線利用促進連絡協議会事務局
（日南市役所企画政策課内）
〒 887− 8585 日南市中央通一
丁目1−1 ☎ 31−1116

　簿記の基礎を学習し、経営管理
能力を身に付け、技能を高めるととも
に日商簿記3級の受験を目指します。
◎�日時（予定）＝ 2 月13 日 ( 月 ) 

〜 5 月 31日 ( 木 )
＊毎週月曜・木曜(祝日は除く)
＊時間＝午後7時半〜9時半
◎�受講料＝ 38，000 円（税込み・

教材費込み）＊入校時納入

◎募集人員＝ 20 人
＊5人以上で開講
◎募集締切＝ 2 月 6 日（月）
◎�その他＝講座修了後、日商簿記

3 級検定を受験可能。
＊検定料は個人負担
◎�問い合わせ先＝日南高等職業訓

練校☎ 22 − 2633

元旦特別営業
◎�初日の出情報＝午前 7 時 14 分
　�　元日に限り、レストラン・売店

を早朝 5 時半にオープンします。
　�　また、「岬の駅」前広場ではた

こ揚げをします。連だこ300枚、
スポーツカイトなどを揚げる予定
です。自慢のたこを元旦から揚げ
てみませんか（荒天候時は中止）。

元旦「餅つきイベント」開催
◎�時間＝午前 8 時、11 時の 2 回 1

階エントランスにて餅つき後、ふ
るまいをいたします。

第 4 回手作りフェア
◎日時＝1 月 21日（土）・22 日（日）
＊時間＝午前10時〜午後4時
◎場所＝「岬の駅」都井岬ロビー
◎入場料＝無料
＊手作り体験は別途材料費が必要。
天体観測会
◎�日時＝1 月 28 日 ( 土 ) 午後 5 時

半〜 8 時
◎場所＝「岬の駅」前広場
◎定員＝ 50 人
◎�入場料＝1，000 円（野生馬協

力金・弁当・お茶代など含む）
◎�問い合わせ先＝「岬の駅」都井

岬☎ 76 −1111

◎日時＝1 月 22 日 ( 日 )
＊時間＝午前10時〜正午
◎場所＝赤池キャンプ場
◎�内容＝いろはもみじ 20 本を植

樹。＊先着 20 組限定
◎参加料＝無料

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の 20 日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

◎�問い合わせ先＝串間市観光協会
赤池事業所☎ 74 −1039

南こうせつ With ウー・ファン
心のうたコンサート
◎日時＝ 3 月 20 日 ( 火・祝 )
＊午後6時半開演（午後6時開場）
◎会場＝串間市文化会館大ホール
◎チケット＝一般　2，000 円
＊当日券は2，500円
◎チケット発売日＝1月20日（金）
第 4 回昔懐かしき映画祭
　　〜あの名作をもう一度〜
◎日時＝1 月 29 日（日）
◎内容
・�「ギターを持った渡り鳥」（午前
10時開場、10時半開演）

・�「愛と死を見つめて」（午後1時開
場、1時半開演）

◎会場＝串間市文化会館小ホール
◎定員＝ 300 人
＊�入場料など詳細については、お問

い合わせください。
【問い合わせ先】
串間市文化会館☎72−6333

　農家・漁師民泊の先進事例に学
び、未来の串間の観光について語
りましょう。
◎日時＝1 月19 日 ( 木 )
＊講演会：午後6時〜
＊交流会：午後8時45分〜
◎場所＝串間市文化会館小ホール
＊交流会については未定
◎�講師＝夕日の里づくり推進会議

会長　後藤福光氏 ( 五ヶ瀬町 )、
のべおか感動体験案内人会長・
延岡観光協会理事　高橋勝栄氏
( 延岡市 )

◎参加料＝無料
＊交流会は別途、会費が必要。
◎�問い合わせ先＝串間市観光協会

☎ 72 − 0479

串間市文化会館イベント

赤池渓谷植樹祭

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information
　10月から「求職者支援制度」が
スタートしました。この制度は、雇
用保険を受給できない求職者の方
が、職業訓練によるスキルアップを
通じて早期就職をめざすためのも
のです。
制度内容
　ハローワークでの職業相談を通
じ、公共職業安定所長の指示の下、
職業訓練を受講できます(原則、受
講料は無料。テキスト代は自己負
担)。講座受講中から終了後も、ハ
ローワークが就職活動を支援しま
す。一定の要件を満たす方は職業
訓練受講給付金を受給できます。
主な対象者 ( 現在休職中の方 )
・雇用保険に加入できなかった方
・�雇用保険受給中に再就職に結び

つかず、支給終了となった方
・�雇用保険の加入期間が足りずに

給付を受けられない方
・自営廃業者の方
・学校を卒業後、未就職の方
◎�問い合わせ先＝宮崎労働局求職

者支援室☎ 0985 − 38 − 8838

◎期日＝ 2 月12 日（日）
＊試合開始は午前9時半
◎会場＝串間市民総合体育館
◎種別
・�女性の部＝Ａ(39歳以下)、Ｂ(40

歳代)、Ｃ(50歳代)、Ｄ(60歳以上)、
Ｅ(70歳以上)

・�混成の部＝Ａ(45歳以下)、Ｂ(46歳
以上〜59歳以下)、Ｃ(60歳以上)

・�ファミリーの部＝親子でなくても
可。

＊詳細はお問い合わせください。
◎参加料＝1チーム 1，000 円
◎�その他＝スポーツ安全保険に加

入しておくこと。
◎�申込方法＝参加申込書に参加料

　公職にある者や候補者、候補者
になろうとする者は選挙区内にある
者に対し、年賀状などのあいさつ状
を出すことが禁止されています(公
職選挙法147条の2)。
　ただし、あいさつ状をいただいた
方に対しての答礼ということで、候
補者など本人の自筆による場合は
除かれます。
＊�公職とは…国会議員、知事、県議

会議員、市町村長、市町村議会
議員を指します。

◎�問い合わせ先＝選挙管理委員会
☎内線 271

　市では12月27日から、NTTドコ
モの提供する「エリアメール」サー
ビスを利用し、緊急情報を配信す
るサービス「串間市防災エリアメー
ル」事業を開始しました。
配信する情報
　多くの市民の生命に直結する緊
急性の高い災害情報や避難情報な
どについて提供を行う予定です。
エリアメールについて
　エリアメールはNTTドコモが提供
する携帯電話向け災害情報伝達シ
ステムです。
　市では「串間市防災エリアメール」
としてNTTドコモと契約を行い、串

間市内の携帯電話基地局エリアの
範囲内に滞在する「エリアメール」受
信機能を持つ携帯電話に対し「避
難情報」などを一斉配信します。
①�エリアメールが配信されると専用

の着信音でお知らせし、携帯電
話の画面に配信内容が自動的に
表示されます。なお、圏外や通話
中、電源が入っていないなどの場
合は受信できません。 

②�通常のメールのような基地局と
個別の携帯電話の間の送受信が
必要なく、一斉送信が行われる
ため、輻

ふく

輳
そう

（回線パンク状態）
の心配がありません。 

③�会員サービスのような事前の登
録は必要ありません。また、通信
料や情報料はかかりません。無
料で受信できます。 

④�メールアドレスを用いずに配信エ
リア内の対応する携帯電話に配
信する仕組みのため、観光や仕
事で串間市を訪れた方でも受信
できます。 

エリアメールの受信について
　2008年冬春モデル以降に販売
されたNTTドコモの携帯電話（一
部機種を除く）であれば、販売時に
初期設定としてエリアメールの受信
設定がされているので、自動的に情
報配信されます（緊急地震速報と
同様に、事前の登録作業は不要で
す。また、受信による費用はかかり
ません）。
　また、NTTドコモの携帯電話で
あっても、一部の機種ではエリア
メールの受信に対応していないもの
もあります。
　対応機種および受信設定方法な
ど詳細については、NTTドコモホー
ムページ、お近くのドコモショップな
どにお問い合わせください。
その他
　今後、他の携帯電話事業者（au・
SoftBank など）が同様の配信サー
ビスの提供を開始した場合は、調
整の上順次導入していく予定です。
◎�問い合わせ先＝総務課危機管理

係☎ 72 − 4560

年賀状などの
あいさつ状について

串間市防災エリアメール
サービス開始

第21回
ふれあいミニバレーボール大会

グリーン・ブルーツーリズム
講演会・交流会

求職者支援制度について

キャラクター名称募集

「岬の駅」都井岬

夜間簿記科３級受講生募集

お知らせ

募　　集

イベント
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
くしまにあ
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落
語
を
満
喫

●
武
田
ゆ
き
え
さ
ん

今
年
も
楽
し
み
に
待
っ
て
い

た
落
語
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。心

か
ら
笑
い
拍
手
し
て
、
大
い

に
満
喫
し
ま
し
た
。
会
場
は
吉
松

邸
で
、
寄
席
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

笑
い
を
求
め
る
者
と
演
者
と
の
間

が
縮
ま
っ
て
き
た
の
が
、
笑
い
声

の
中
に
感
じ
ま
し
た
。

中
休
み
に
お
茶
す
る
人
た
ち
に

も
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
て
、
笑
い

の
楽
し
み
を
共
有
す
る
喜
び
を
味

わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
の
方
々
に
は
感
謝
致

し
ま
す
。
よ
く
ぞ
落
語
を
串
間
に

広
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の

ま
ま
定
着
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

こ
ん
な
田
舎
に
も
落
語
が
楽
し

め
る
場
が
あ
る
串
間
は
す
ば
ら
し

い
で
は
な
い
で
す
か
。

「
笑
っ
た
ね
！
」「
笑
っ
た
ね
！
」

「
ま
た
来
よ
う
ね
！
」「
来
よ
う

ね
！
」
と
言
い
合
い
な
が
ら
帰
り

ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。

来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

武
田
ゆ
き
え
さ
ん
、
お
便
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

吉
松
邸
落
語
会
は
今
で
は
す
っ

か
り
吉
松
家
住
宅
の
定
番
イ
ベ
ン

ト
に
な
り
ま
し
た
ね
。

わ
た
し
も
何
度
か
落
語
を
聞
き

に
吉
松
邸
に
行
き
ま
し
た
。
吉
松

邸
の
大
広
間
に
寄
席
が
作
ら
れ
、

演
者
と
お
客
が
一
体
と
な
る
空
間

は
他
に
は
な
い
す
ば
ら
し
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

一
度
、
演
芸
場
の
寄
席
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
吉
松
邸

の
寄
席
は
本
場
の
寄
席
以
上
の
臨

場
感
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
吉

松
邸
の
持
つ
風
景
も
和
の
雰
囲
気

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
、
聞

く
だ
け
で
な
く
、
見
る
こ
と
で
も

楽
し
め
る
す
ば
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
串

間
の
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

続
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

津
曲
孝
さ
ん
、
お
め
で
と
う

●
タ
ン
ポ
ポ
さ
ん

串
間
市
出
身
の
洋
菓
子
製
菓

技
術
者
の
津
曲
孝
さ
ん
が
、

協
会
の
副
会
長
や
洋
菓
子
技
術
者

専
門
学
校
の
校
長
と
し
て
、
若
者

の
指
導
に
当
た
ら
れ
た
の
に
対
し

て
評
価
さ
れ
、
国
の
「
現
代
の
名

工
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

重
視
す
る
の
は
、
素
材
の
お
い

し
さ
を
知
り
、
材
料
は
小
麦
粉
と

牛
乳
、
串
間
で
の
生
涯
に
あ
る
と
、

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
お
菓
子
で

人
を
喜
ば
せ
た
い
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
ふ
る
里
串
間
を
思
わ
れ
、
ほ

ん
と
う
に
す
ば
ら
し
い
で
す
ネ
。

串
間
の
誇
り
で
す
!!

こ
こ
ま
で
成
長
な
さ
れ
た
の
も

並
々
な
ら
ぬ
多
大
な
努
力
と
修
行

の
た
ま
も
の
で
す
!!

こ
れ
か
ら
も
、ど
う
ぞ
健
康
に
充

分
に
気
を
つ
け
ら
れ
、
ま
す
ま
す

精
進
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
!!タ

ン
ポ
ポ
さ
ん
、
い
つ
も
お
便

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

串
間
出
身
の
方
の
活
躍
は
や
は

り
う
れ
し
い
も
の
で
す
ね
。

津
曲
孝
さ
ん
の
ご
活
躍
は
以
前

か
ら
わ
た
し
も
聞
い
て
い
ま
し
た
。

和
、
洋
菓
子
の
技
術
を
集
め
た

「
お
菓
子
で
作
っ
た
姫
路
城
」
の

作
成
や
、
菓
子
専
門
技
術
校
の
校

長
を
務
め
る
な
ど
、
技
術
だ
け
で

な
く
後
進
の
指
導
に
も
積
極
的
に

携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
、

今
回
の
受
賞
の
理
由
で
し
た
。

挑
戦
す
る
心
を
持
つ
こ
と
、
そ

し
て
社
会
へ
の
貢
献
の
重
要
さ
を
、

津
曲
さ
ん
の
受
賞
か
ら
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を

胸
に
わ
た
し
も
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
津
曲
孝
さ
ん
、
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ダ
イ
エッ
ト
挑
戦
中
で
す

●
Ｎ
．
ロ
ッ
キ
ー
さ
ん

今
回
、
市
の
福
祉
保
健
課
健

康
増
進
係
主
催
の
「
ス

ト
ッ
プ
・
ザ
・
肥
満
」
セ
ミ
ナ
ー

IN
大
束
に
先
月
10
月
11
日
19
時
か

ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
11
月

８
日
で
２
回
目
で
し
た
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、
体
重
を
減
ら

す
こ
と
で
な
く
体
脂
肪
を
減
ら
す

こ
と
で
、
間
違
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

し
な
い
た
め
の
学
習
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
職
員
の
皆
さ
ま
（
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
）
の
熱
意
に

感
心
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
も
３
月
ま
で
の
半
年
間
、

目
標
の
自
分
の
姿
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
楽
し
い
で
す
。

健
康
づ
く
り
に
参
加
で
き
て
本

当
に
幸
せ
。
皆
さ
ん
も
肥
満
の
方

だ
け
で
な
く
、
生
活
習
慣
病
の
方
、

ま
た
予
防
に
と
思
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
、
自
分
自
身
の
た
め
、

家
族
の
た
め
な
ど
、
参
加
さ
れ
な

い
と
損
し
ち
ゃ
い
そ
う
。

担
当
職
員
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
、

夜
間
に
も
関
わ
ら
ず
ほ
ん
と
う
に

お
疲
れ
さ
ま
で
す
。
ど
う
か
今
後

も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

Ｎ
．
ロ
ッ
キ
ー
さ
ん
、
お
便
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
た
し
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
以

前
挑
戦
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

雨
も
な
く
イ
ベ
ン
ト
会
場
は
活
気

と
笑
い
に
包
ま
れ
た
。

パ
ワ
ー
を
く
れ
た
黒
牛
ロ
ー
タ

リ
ー
号
に
乾
杯
。

百
野
達
夫
さ
ん
い
つ
も
お
便
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
市

民
秋
祭
り
。
わ
た
し
も
写
真
撮
影

で
会
場
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
今

年
は
小
学
生
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の

演
奏
や
福
島
高
校
の
生
徒
の
皆
さ

ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
や
ダ
ン
ス
な
ど
、

若
い
方
々
の
力
を
感
じ
る
お
祭
り

で
し
た
。

パ
レ
ー
ド
も
一
番
最
後
ま
で

ば
っ
ち
り
撮
影
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
保
育
園
や
幼
稚
園
の
園
児

た
ち
の
あ
ど
け
な
く
も
一
生
懸
命

な
パ
レ
ー
ド
や
、
ミ
ス
六
花
の
華

や
か
な
姿
の
写
真
を
見
る
た
び
に
、

楽
し
い
気
持
ち
を
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
ね
。

実
は
毎
年
、
ひ
ょ
っ
と
こ
の
皆

さ
ん
の
中
の
稲
荷
役
の
方
を
う
ま

く
撮
影
し
よ
う
と
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
な
か
な
か
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合

わ
ず
毎
年
苦
戦
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
１
枚
だ
け
う
ま
く
撮
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
も
っ

と
う
ま
く
撮
り
た
い
で
す
ね
。

た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
う
ま
く
い

か
ず
、
一
人
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
続

け
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
一

人
だ
と
ど
う
し
て
も
偏
っ
た
食
生

活
に
な
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
っ
た
り
し
て
か
え
っ
て
不
健
康

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
。

そ
の
点
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の

よ
う
に
、
適
切
な
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
み
ん
な
で
挑
戦
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
失
敗
せ
ず
や
り
遂
げ

ら
れ
そ
う
で
す
ね
。

ま
だ
ま
だ
道
の
り
の
途
中
で
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
成
功
し
て
他
の
皆
さ

ん
に
も
セ
ミ
ナ
ー
を
お
薦
め
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

秋
祭
り
と
黒
牛

●
百
野
達
夫
さ
ん

文
化
の
日
に
市
民
秋
祭
り
が

行
わ
れ
、
１
万
５
千
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
パ
レ
ー
ド

に
は
鼓
笛
隊
や
仮
装
行
列
を
は
じ

め「
よ
さ
こ
い
串
間
音
頭
」を
踊
っ

た
り
、
伝
統
芸
能
を
披
露
し
な
が

ら
練
り
歩
き
、
観
衆
を
楽
し
ま
せ

た
。ひ

ょ
っ
と
こ
隊
は
ひ
ょ
う
き
ん

な
し
ぐ
さ
で
、
今
年
も
期
待
通
り

爆
笑
さ
せ
た
。
ミ
ス
六
花
も
あ
で

や
か
な
花
嫁
姿
で
大
輪
の
花
を
添

え
「
き
れ
い
や
ね
〜
」
と
見
入
る

沿
道
の
観
衆
か
ら
た
め
息
が
も
れ

た
。メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
ダ
ン
ス

や
太
鼓
、
バ
ン
ド
演
奏
、
プ
ロ
歌

手
愛
美
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
、

福
高
吹
奏
楽
部
も
祭
り
に
彩
り
を

添
え
た
。

串
間
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
隊
の

巨
体
黒
牛
に
は
驚
嘆
。
手
塩
に
か

け
て
飼
育
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
つ

や
の
あ
る
黒
毛
。
頭
や
足
の
バ
ラ

ン
ス
良
好
。
伏
せ
や
起
立
の
動
作

上
手
。
腹
の
下
の
力
持
ち
２
人
に

ご
苦
労
さ
ま
と
言
い
た
い
。

控
所
で
引
率
の
姉
さ
ん
に
「
厳

し
い
口
蹄
疫
に
も
生
き
延
び
た
こ

の
黒
牛
。
見
事
で
す
ね
ー
。
あ
な

た
の
手
綱
さ
ば
き
も
鮮
や
か
で
し

た
よ
」
と
声
を
か
け
た
ら
、
満
面

の
笑
み
を
こ
ぼ
し
「
う
れ
し
い

わ
!! 

あ
り
が
と
う
」
の
会
釈
に
、

見
て
い
た
観
衆
も
拍
手
喝
采
。

祭
り
で
の
優
れ
た
「
出
し
物
」

の
表
彰
制
度
が
あ
る
も
の
な
ら
、

黒
牛
に
金
メ
ダ
ル
、
ひ
ょ
っ
と
こ

に
銀
、
神
童
太
鼓
に
銅
を
あ
げ
た

い
。
心
配
し
て
い
た
天
気
も
終
日

じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

◎伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
◎Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

メッセージ・写真投稿コーナー
お誕生のお祝いや、感謝の気持ちをメッセージにして贈りませんか。また、
あなたが撮影した写真（人・風景・ペットなんでも可）もぜひ、お送りください。

☆happy half birthday☆

いさき・ゆうしん１号・２号・こころ・あ

いか・こてつ☆

仲良し６月生まれさんたち、元気に大きく

育ってね♪ 虎哲ママ
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新年会は鍋三昧でどうぞ！
今年の冬は４種類の鍋をご用意。ご堪能ください。

■豚と白菜のコラボ鍋(１人２，０００円・税込)
　�ヘルシー食で今が旬の白菜と豚バラ肉を重ねました。毎日食

べても飽きの来ない鍋に仕上がっています。
■温泉鍋（１人２，５００円・税込）
　�当温泉水を使用。豆腐を入れると白くにごり豆乳になります。

まずは、溶けた豆腐をゴマだれでどうぞ。次に魚介類を入れれ
ばまろやか味に。野菜も原色のままでお楽しみいただけます。

■京風スキ焼（１人３，０００円〜・税込）
・輸入牛肉肩ロース　　３００ｇ　３，０００円

・国内産和牛スキ焼き　２００ｇ　４，５００円
・宮崎牛スキ焼き　　　２００ｇ　５，０００円
すき焼きの発祥地は京都。最初にザラメをひき、その上に牛肉
を入れ肉汁でいただく昔ながらのレシピを再現しました。
■トマト鍋（１人２，５００円・税込）
　�今季一番の人気鍋！ トマトをふんだんに使い鶏肉、イカの

ゲソ、あさり、白身魚、白菜を材料に具だくさんの鍋です。締
めはパスタでどうぞ。

※内容や料金の詳細については、お問い合わせください。

年末年始の営業時間
※12月31日(土)までは、通常通り営業いたします。
※１月１日(日) 〜３日(水)は、午前８時開館です。
　(大浴場：午後10時まで　露天風呂：午後９時まで)

休館日のご案内
１月は休まず営業いたします。

〒888-0008 串間市大字本城987  TEL 0987-75-2000　FAX 0987-75-2280
■営業時間：午前10時〜午後10時　■定休日：毎月第３水曜日

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.902/2012.1）

読者プレゼ
ント

お便りをくださった方から抽選で、入浴券を10名

様にプレゼント。

※大浴場をご利用の場合は、入湯税150円が必要です。露

天風呂は入湯税は必要ありません。

応募締切は1月31日㈫当日消印有効です。

F R O M  E D I T O R ' S

師走の名の通り、慌ただしい１カ月でし
た。普段以上のペースで取材をしま

したが、それでもギリギリの作業だったよ
うに思えます。しかし、なんとか乗り切る
ことができました。平成 23 年もいよいよ
終わり。新年もよろしくお願いします ( ナ )

光陰矢のごとし。ひと月は瞬く間に過
ぎる。したい事も気づけば先送り

…。まったりもいいが限りある時間は効
率的に使わねばと一念発起。４時起床
で朝型生活へ。朝の１分１秒は貴重。時
間をうまく使い実りある年にしたい ( サ )

串間温泉

　本城地区の地域活性化のため、活動
している「それいけ本城」は、本城地
区の住民の方によって運営されている
団体です。20年前から活動をはじめ、
現在は分田勇さんを代表に、25人の方
が所属しています。「それいけ本城」
の一番の目玉は大みそかに本城神社で
行われるふるまい。初もうでの参拝客
にやきいもやぜんざい、甘酒のほか、
竹に入れて温めるかっぽ酒をふるまい
ます。毎年、大みそかの夜は、本城神
社で参拝の皆さんをおもてなしします。

それいけ本城のみなさん

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか
しましょう。

1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明
るいまちをつくりましょう。

1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな
住みよいまちをつくりましょう。

1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ
どもに夢と、しあわせをあたえましょう。

1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

◎市の木／そてつ ◎市の花／かんな
◎市の鳥／めじろ ◎市の花木／山桜
◎人口  20,118人（前月比−11人）

男 9,279人 女 10,839人
世帯数 8,388世帯

市民
憲章

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使い下さい。

おたより待ってます
◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、

医療講座に関する質問、串間市への思い、あなたの身近
な出来事、何でも好きなことを書いてください。

めらひろゆき
（57歳）
日南市出身。大束中
学校校長。昭和48年
３月 高校卒業。昭和
52年３月大学卒業。
昭和53年４月より
都城市立庄内中学校
勤務。その後、都城
市・三股町・串間市

（本城中学校）、旧南
郷町・宮崎市・高原
町・日南市の学校で
勤務し、平成22年４
月より大束中学校に
勤務（２年目）。

Profile

◎
米
良
浩
之

父
か
ら
学
ん
だ
言
葉

　
　
　
　
〜
最
善
を
尽
く
す
〜

上／大束中を正門から望む。シンボル的存在の絵が出迎える。
下／同中庭。時折、ここで開くコンサートは音がよく響き、よい会場になる。

随　想

元　旦に親族が集まり、昼食会をするのが毎年の恒例と
　なっており、冒頭に父が新年のあいさつをすることに

なっています。
　父といえば、わたしが子どもの頃から厳格で、怖い存在で
あった（今でも？）。そんな父が12年前、母が心筋梗塞で倒れ、
医者からは「ほかに会わせる方はいませんか」とまで言われ
た中で集中治療室にこもり、意識のない母の手を握りしめなが
ら耳元で名前を必死に呼ぶ姿がありました。
　その甲斐あってか、奇跡的に４日目に意識が戻り、命を
取り止めることができました。それから10 年間、母は心筋梗
塞や鬱病により入退院を繰り返していました。当然、入院時、
自宅での介護は父が行い、誠心誠意、全霊を注ぐ介護を
行っていました。
　介護を初めて数年は、「おまえたちの手は借りない」と強
気なことを言っておりましたが、80 歳を越え、また本人も肺気
腫を患っており、精神的にも体力的にも次第に弱ってきている
のが目に見えて分かるようになりました。特に自宅での介護は、
下の世話から食事の世話、入浴など自分の時間もなく、息
苦しそうに献身的に介護していました。見かねて、「しばらく母
を入院させて、自分の体力の回復に目を向けたら」と言っても
「可哀想やがね（この言葉には母に対する父の強い愛情が

込められていると思います）」と言って無理して介護を行ってい
ました（名誉のために申し添えますが、兄夫婦の協力は当然
ありました）。わたしから見てもこの介護で、本人の寿命を10
年は縮めたように思えます。
　そんな母も２年前に他界し、その年の元旦での父のあいさつ
は、母への思いや今後のことについての内容でした。その話の
中で、最後を見取ってやれなかった悔しさ、もっとしてやれること
があったのではという後悔、その中で「人は何事に対しても、与
えられた環境の中で最善を尽くすことがとても大切なことだと、しみ
じみと感じている」という言葉にハッとすると同時に、今までの自
分を問い直し、今後の生き方への基盤となる心に響く言葉でし
た。父にとっては、母に対する介護を通して出てきた言葉では
ないかと思います。
　人は、一人ひとり性格が違うように能力も違います。運動が
得意・不得意、勉強が得意・不得意、対人関係が得意・
不得意など、一人ひとり違います。しかし、今持っている力を与
えられた環境の中で、全力で取り組むことは本人の気持ち次第
でだれにでもできることです。それが「最善を尽くす」ということな
のだと思います。
　残りの教職員生活の中で子どもたちのために最善を尽くし、残
りの人生に最善を尽くそうと堅く心に誓うことができた出来事でした。

すき焼 トマト鍋

（平成23年12月１日現在）
＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。



＊短歌、俳句の投稿は
■短歌  野辺 俊子さん（☎72-3300）
■俳句  本田 幾男さん（☎72-5280）
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都井岬の丘に咲くムラサキセンブリ（秋田優さん撮影）

※ �12 月 1日号に掲載した短歌の投稿
先は野辺 俊子さんの誤りでした。

　お詫びして訂正致します。

広報


